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渋川市学校給食アレルギー対応食提供事業実施要綱

（目的）

第１条 この要綱は、食物アレルギー疾患をもつ児童及び生徒（以下「児童

等」という。)に対して等しく学校給食を提供することにより、児童等の

健康の増進を図るとともに食物アレルギーに対する理解を深め、もって円

滑な学校運営に資するため、本市が実施する学校給食アレルギー対応食提

供事業(以下「事業」という。)に関し、必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この要綱において、アレルギー対応食とは、学校給食の献立から食

物アレルギーの起因となる食材料を除去した除去食又は代わりの食材料を

使用した代替食をいう。

（対象児童等）

第３条 食物アレルギー疾患を有し、学校給食の献立によっては食べられな

い食物がある児童等の中で、「アレルギー疾患用学校生活管理指導表」を

提出している者とする。

（実施の申込み）

第４条 事業の実施を希望する保護者（以下「申請者」という。）は、渋川

市学校給食アレルギー対応食提供事業実施申請書（様式第１号）を校長を

経由して、教育長に提出しなければならない。

２ 新規の申請者は、事業実施の２箇月前までに前項の申請を行わなければ

ならない。

３ 第１項の申請は年度ごとに行うものとする。

（審査及び決定）

第５条 教育委員会は、前条の規定による申請を受けたときは、必要に応じ、

校長に対し、申請者からの聴き取りその他必要な調査の実施を指示するも

のとする。

２ 教育委員会は、前項の調査の結果を踏まえ、事業の実施の必要性等を審

査の上、その可否を決定し、渋川市学校給食アレルギー対応食提供事業決

定通知書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。
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（献立等）

第６条 教育委員会は、事業の実施の決定を受けた申請者（以下「決定者」

という。)に対し、事業を実施する月（以下「実施月」という。)の前月に

実施月の１箇月間の実施予定献立表を送付するものとする。

２ 教育委員会は、実施月の中で食材料等の理由からアレルギー対応食の提

供が困難な日がある場合については、決定者に対し、弁当の持参日を指定

できるものとする。

３ 第１項の実施予定献立表の送付を受けた決定者は、その内容を確認の上、

渋川市学校給食アレルギー対応食実施承諾書を校長を経由して教育委員会

に提出しなければならない。

（変更申請）

第７条 決定者は、事業内容の変更を希望するときは、渋川市学校給食アレ

ルギー対応食提供事業変更申請書（様式第３号）を校長を経由して、教育

長に提出しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の規定による届出を受けたときは、第５条の規定の

例により処理するものとする。

（中止の届出）

第８条 決定者は、事業の中止を希望するときは、渋川市学校給食アレルギ

ー対応食提供事業中止届出書（様式第４号）を校長を経由して、教育長に

提出しなければならない。

（その他）

第９条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、教育長が定める。

附 則

この要綱は、平成３０年１２月１日から施行する。
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